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慰霊祭

のびのびサークル(ママサークル)について

皆さまの声

理 念
患者さんの権利

人道・博愛の赤十字精神にもとづく良質で安全な医療の提供

基本 方針

１ 患者さん中心の医療を提供します

２ より安全で高度な医療の実践を目指します

３ 地域医療に貢献する病院を目指します

４ 災害救護ならびに医療社会奉仕に努めます

５ 次代を担う医療従事者を育成します

６ 働きがいのある病院運営に努めます

７ 健全経営の維持に努めます

病院の「理念」・「基本方針」にもとづき患者さんが安心して

医療を受けることができるよう、以下の権利を大切にします

１ 個人の尊厳が守られる権利

２ プライバシーが保障される権利

３ 適切な情報と説明を受ける権利

４ 自ら医療行為を選択する権利

５ 適切で最善の医療を受ける権利

６ 子ども達が分かりやすく心のこもった医療を受ける権利

患者さんの責務

医療は患者と医療者との協同作業です。

より適正な医療提供のため、以下の責務について

十分ご理解をいただき、ご協力をお願いします

１ ご自身の健康状態に関する正確な情報をお伝えください

２ 医療者と力を合せて診療に参加し、最大限の治療効果を

発揮できるようにご協力ください

３ 病院のルールに従い、院内での迷惑行為は慎んでください

４ 受けた医療に対し、診療費をお支払ください

8月1日（金）、病院前庭慰霊碑前にて戦没者追悼慰霊祭を執り行いました。

この慰霊碑には、日中戦争以降の病死・戦死した医療従事関係者や昭和20年8月1日の富山

大空襲で命を落とした職員の名前が刻まれています。

慰霊祭当日は院長をはじめ多くの職員が、亡くなられた方々のご冥福を祈り、平和への思い

を新たにしました。

『慰霊祭』

合掌する竹村博文院長旧看護学校横にある慰霊碑



母 乳 育 児 支 援 の 方 針
私たちはユニセフ／WHOの「母乳育児成功のための１０か条」に基づき支援を行います。

１ 私たちは、母乳育児を大切に考え、病院スタッフ全員に周知できるように努めます。

２ 私たちは、お母さんが楽しく母乳育児できるような支援を目指し、技術習得に努めます。

３ 私たちは、妊娠期から母乳育児を知っていただくために、助産師相談室や安産教室を活用して情報提供します。

４ 私たちは、母子の早期接触として出産直後にカンガルーケアを行い早期授乳開始に努めます。

５ 私たちは、母乳分泌を促進し維持できる方法をお母さんに伝えます。

６ 私たちは、赤ちゃんにとって医学的に必要ないかぎり糖水や人工乳は使用しません。

７ 私たちは、お母さんと赤ちゃんが終日一緒にいられるように母子同室を実施します。

８ 私たちは、赤ちゃんが欲しがる時にいつでも母乳をあげられるように支援します。

９ 私たちは、母乳育児の赤ちゃんに人工乳首やおしゃぶりを与えません。

１０ 私たちは、お母さんが退院後「母乳外来」や「赤ちゃん健診」を活用し母乳育児を継続していくための支援をします。

母乳育児中の生活について語り合ったり、講師を招いた講座・おもちゃづくりなどを行ってい

ます。講座では乳幼児の事故防止と応急処置や病気等の対処方法、赤十字の「幼児安全法」

を学んだり、離乳食についての困りごとなどを栄養士に相談することができます。また当院の

小児アレルギーセンターの医師よりスキンケアとアレルギーについて、歯科衛生士より虫歯予

防や歯みがきを嫌がるお子さんへの対策について講座を聞くことができます。とても和やかな

雰囲気でお母さん同士、赤ちゃんの成長や最近の様子について話したり、悩みを共有したりす

る場にもなっています。

のびのびサークル(ママサークル)について

生後間もない赤ちゃんから2歳までのお子さんとお母さんであれば、当院で出産されていない

方でもご参加いただけます。会場での参加、悪天候や交通手段がない方はオンライン(ZOOM)

参加、どちらでも可能です。参加の申し込みと予定している内容に関してはQRコードから確認

できます。興味のある会のみの参加でも大歓迎です。同世代のお子さんを持つお母さんと楽し

くお話ししたい方、お子さんと出かける場を探している方、ママ友を作りたいと思っている方のご

参加をお待ちしております。

母乳育児を楽しんでいるお母さんの交流の場として第4水曜日に当院で開催しています。

参加申し込みと予定している

内容に関してはこちら

どのようなサークル？

参加について
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皆さま

の声

このコーナーでは、『皆さまの声』（ご意見箱）等にお寄せいただいたご意見・ご要望に対する当院の対応、

お礼の投書についてお知らせします。（令和7年4月1日〜令和7年5月31日回収分より抜粋）

投書箱は正面玄関・やすらぎホール・各病棟に設置しております。

◆トイレに便座を拭く用のアルコールを設置してほしい。

（同室の方が頻繁に汚染し、ちょっとしたことでもスタッフ

を呼ぶのは申し訳ないです。）

ベッドごとにオーバーテーブルがあれば良いのになと思い

ました。

「病院からの回答」

◇ご意見ありがとうございます。便座クリーナーの設置に

つきましては、費用や維持管理の面を考慮しながら慎重に

検討をすすめてまいります。なお、汚染に気付いた際は遠

慮なくスタッフにお声がけください。

オーバーテーブルについては病室の状況や用途に応じて

適切に使用しております。ご希望の際はスタッフまでお気

軽にお申し出ください。

◆4/19（土）の夜食でマーボー豆腐とほうれん草のおひた

し塩ぱかった。特にほうれん草の方がひどかった。お昼

ソーメンで高塩食とはいえ、あの味つけはひどすぎる。今

まで食事残さず食べることにしているので残せば済むこと

なのに、いこじになってムリヤリ食べました。が血圧の薬も

飲んでいるしと思うと…少々腹立たしく思いました。健康

な時でもあの味で作らないです。改善をお願いします。同

室の方も同じことを言っておられました。

「病院からの回答」

◇貴重なご意見ありがとうございます。

高塩食は当院オリジナルの食種となり一般食より塩分3ｇ

多くなっています（一般食は7ｇ、高塩食は10ｇで日本人の

一般的な味付け）。化学療法の患者さんを対象とした食種

で、味を感じられない方に少しでも味を濃くした食事を召

し上がっていただけるようにしています。高塩食を選択さ

れた際には、塩分の説明を行い、味を濃く感じられる場合

には一般食に変更するなどの対応を行いたいと思います。

そうめんに関しては美味しく食べていただけるように再度、

試作を行い塩分の調整していきたいと思います。

●救急車で当院に入院致しました。50日間、お陰様で退院

になり、家に帰れる事になり、嬉しく思っております。6階担

当のスタッフの方々の優しい笑顔、言葉使いは私を完治さ

せて頂きました。お世話になりました。心より感謝申し上げ

ます。

ご意見・ご要望

◆終末期の患者の面会時間について、人によって言うこと

が違う。家族としては最期の時間であるため一緒に過ごし

たいが、PM2～5時の時間だけでなく臨機応変に対応して

もらえないのか。駐車場についても30分以上となった場

合、病院のよびだしでなければ対象外なのも考えてほしい。

見舞いへの対応も看護師以外のスタッフの接遇も病棟とし

て考えてほしい。

「病院からの回答」

◇ご不快な思いをさせてしまい申し訳ありません。緩和ケ

ア病棟の面会時間については患者さんの病状なども考え、

対応させていただいております。詳しくは入院の際の説明

時や病棟スタッフにお申し出ください。有料駐車場の利用

料金についても、状況に合わせ4時間まで無料としており

ますので、病棟スタッフまでお申し出ください。なお、駐車

料金精算機の無料化承認のため、駐車券取扱い窓口へ駐

車券をお渡しください。

●頻回に看護師の皆様が訪室し、やさしく声がけして頂き

本当に感謝しています。Drの方々もよくきて下さり、逆に

お休みにならなくて大丈夫なのかとちょっと心配です。

これからも患者様にご満足いただける病院づくりに、職員一同努めてまいります。

お礼の投書

◆首のエコー検査のとき名前を呼ばれ、横になった途端、何

も言わずゼリーを上方から首にかけられ、服も汚れても知

らん顔、機械を首にあてる時も何の声かけもなく、エコーさ

れました。終了後も声かけなしでティッシュで拭き、濡れた

タオルを無言で渡されました。今まで、こんなに不快に思っ

たことはありませんでした。出て行く時に「ありがとうござ

いました。」と言っても、何の返答もなかったです。年とった

男の先生でした。改善を望みます！

「病院からの回答」

◇この度は、超音波検査において事前の説明が不十分であ

るなどいろいろと配慮が行き届かず、ご不快な思いをさせ

てしまい、申し訳ありませんでした。患者様が安心して検査

を受けられるよう丁寧かつ的確な情報提供を行うことは、

私どもの責務であります。今後、このようなことがないよう、

関係スタッフ一同、再発防止策を講じ、業務の見直しと改善

に努めて参ります。ご意見ありがとうございました。

ご意見・ご要望

ご意見・ご要望

お礼の投書

◆職員の皆様 日々の業務お疲れさまです。日々の業務が

忙しい為、外、病院周辺に目が向けられないのかもしれま

せんが、駐車場等の雑草が伸び放題となっています。整備

がされていません。教育研修棟玄関あたりには枯葉雑草で

人が出入りする場所とは思えません。院内の整備だけでな

く、病院の敷地全体の整備をお願いします。

「病院からの回答」

◇ご指摘いただいた教育研修棟玄関周辺につきましては、

5月に枯葉の除去および除草を実施いたしました。今後も

病院構内全体の環境維持・管理・清掃に努めてまいります。

気になる点がございましたら、お気軽にスタッフまでお知

らせください。

ご意見・ご要望

●担当の時光先生から、昨夜7：30頃、家内の病状につい

て説明の電話をいただきました。多忙の中、ていねいな説

明をいただきありがとうございました。感謝しています。

お礼の投書

ご意見・ご要望
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